
(57)【要約】

【課題】本発明は、関節部分に対して安定した屈曲力を

長時間加えることができる屈伸型関節拘縮治療装置を得

ることを目的とするものである。

【解決手段】近位部２には、ベース４が装着されている

。遠位部３には、可動体５が装着されている。ベース４

には、エアシリンダ１４が搭載されている。エアシリン

ダ１４と可動体５との間には、中間連結板１６が連結さ

れている。可動体５及びエアシリンダ１４と中間連結板

１６との間には、第１及び第２トーションばね１９が配

置されている。エアシリンダ１４により中間連結板１６

をガイド面８ａに沿って移動させることによって、第１

及び第２トーションばね１９，２０により関節部分１に

所定の屈曲力が加えられる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
治 療 対 象 と な る 関 節 部 分 の 両 側 に 位 置 す る 人 体 の 近 位 部 及 び 遠 位 部 の う ち 、 上 記 近 位 部 に
装 着 さ れ 、 ガ イ ド 面 を 有 し て い る ベ ー ス 、
上 記 遠 位 部 に 装 着 さ れ る 可 動 体 、
上 記 ベ ー ス に 搭 載 さ れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ 、
上 記 可 動 体 及 び 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 間 に 上 記 可 動 体 及 び 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ に 対 し て そ
れ ぞ れ 廻 旋 可 能 に 連 結 さ れ 、 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 に よ り 上 記 ガ イ ド 面 に 沿 っ て 移 動
す る 連 結 部 材 、 及 び
上 記 可 動 体 及 び 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と 上 記 連 結 部 材 と の 間 に 設
け ら れ 、 上 記 関 節 部 分 を 屈 曲 ・ 伸 展 さ せ る 方 向 へ 上 記 可 動 体 及 び 上 記 連 結 部 材 の 少 な く と
も い ず れ か 一 方 を 動 か す 手 段
を 備 え 、 上 記 連 結 部 材 が 上 記 ベ ー ス に 沿 っ て 上 記 可 動 体 側 へ 移 動 す る こ と に よ り 、 上 記 関
節 部 分 を 屈 曲 ・ 伸 展 さ せ る 方 向 へ 上 記 可 動 体 及 び 上 記 連 結 部 材 が 上 記 ベ ー ス に 対 し て 廻 旋
す る こ と を 特 徴 と す る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 流 体 の 圧 力 を 利 用 し て 駆 動 力 を 発 生 す る 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 ベ ー ス に は 、 上 記 連 結 部 材 が 摺 動 す る ガ イ ド 面 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 ベ ー ス の 上 記
可 動 体 側 の 端 部 に は 、 上 記 ガ イ ド 面 に 対 し て 傾 斜 し 、 上 記 連 結 部 材 の 移 動 に 伴 い 上 記 連 結
部 材 を 徐 々 に 廻 旋 さ せ る た め の ベ ー ス 端 傾 斜 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 ベ ー ス に は 、 上 記 連 結 部 材 が 摺 動 す る ガ イ ド 面 が 設 け ら れ て お り 、 上 記 連 結 部 材 の 上
記 ガ イ ド 面 と の 摺 動 面 は 、 上 記 連 結 部 材 の 移 動 に 伴 い 上 記 連 結 部 材 を 徐 々 に 廻 旋 す る よ う
に 上 記 ガ イ ド 面 に 対 し て 傾 斜 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に
記 載 の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
所 定 時 間 の 休 止 状 態 を 挟 み な が ら 上 記 関 節 部 分 に 対 し て 屈 曲 ・ 伸 展 力 を 断 続 的 に 加 え る よ
う に 上 記 ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る 制 御 部 を さ ら に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 人 体 の 関 節 部 分 に 屈 曲 ・ 伸 展 力 を 加 え る こ と に よ り 関 節 拘 縮 を 治 療 す る た め
に 用 い ら れ る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 外 傷 、 手 術 、 固 定 又 は 廃 用 性 症 候 群 等 の 原 因 に よ り 、 人 体 の 関 節 部 分 に 拘 縮
が 生 じ た 場 合 、 主 に 徒 手 に よ る 治 療 が 施 さ れ て い た 。 ま た 、 電 動 機 の 駆 動 力 に よ り 関 節 部
分 を 屈 曲 ・ 伸 展 さ せ る Ｃ Ｐ Ｍ 装 置 （ 持 続 的 他 動 運 動 装 置 ） が 用 い ら れ る こ と も あ っ た （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ６ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 拘 縮 が 生 じ た 関 節 部 分 の 可 動 域 を 拡 大 す る た め に は 、 対 象 と な る 関 節 部 分 に 「 痛
み を 感 じ な い 程 度 の 一 定 の 弱 い 外 力 を 長 時 間 加 え 続 け る 」 、 「 １ ～ ２ 時 間 に １ 度 は 外 力 を
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抜 い て 、 関 節 液 潤 滑 を 促 す た め に 関 節 運 動 を 行 う 」 と い う 治 療 手 法 を 数 週 間 に 渡 っ て 実 施
す る こ と が 有 効 で あ り 、 か つ 患 者 へ の 痛 み 等 の 負 担 が 少 な い こ と が わ か っ て い る 。 し か し
、 従 来 の 徒 手 に よ る 屈 曲 ・ 伸 展 で は 、 力 の 加 減 は 可 能 で あ る が 、 長 時 間 に 渡 っ て 安 定 し て
力 を 加 え 続 け る こ と は 困 難 で あ っ た 。
ま た 、 従 来 の Ｃ Ｐ Ｍ 装 置 で は 、 関 節 可 動 域 を 維 持 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 拘 縮 改 善 効 果
は な く 、 弱 い 屈 曲 ・ 伸 展 力 を 長 時 間 加 え る こ と は で き ず 、 ま た 力 の 調 整 も 容 易 で な か っ た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し て な さ れ た も の で あ り 、 関 節
に 対 し て 安 定 し た 外 力 を 長 時 間 加 え る こ と が で き る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 得 る こ と を
目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 係 る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 は 、 治 療 対 象 と な る 関 節 部 分 の 両 側 に 位 置 す る 人
体 の 近 位 部 及 び 遠 位 部 の う ち 近 位 部 に 装 着 さ れ 、 ガ イ ド 面 を 有 し て い る ベ ー ス 、 遠 位 部 に
装 着 さ れ る 可 動 体 、 ベ ー ス に 搭 載 さ れ て い る ア ク チ ュ エ ー タ 、 可 動 体 及 び ア ク チ ュ エ ー タ
の 間 に 可 動 体 及 び ア ク チ ュ エ ー タ に 対 し て そ れ ぞ れ 廻 旋 出 来 る よ う に 連 結 さ れ 、 ア ク チ ュ
エ ー タ の 駆 動 に よ り ガ イ ド 面 に 沿 っ て 移 動 す る 連 結 部 材 、 及 び 可 動 体 及 び ア ク チ ュ エ ー タ
の 少 な く と も い ず れ か 一 方 と 連 結 部 材 と の 間 に 設 け ら れ 、 関 節 部 分 を 屈 曲 ・ 伸 展 さ せ る 方
向 へ 可 動 体 及 び 連 結 部 材 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 動 か す 手 段 を 備 え 、 連 結 部 材 が ベ ー
ス に 沿 っ て 可 動 体 側 へ 移 動 す る こ と に よ り 、 関 節 部 分 を 屈 曲 ・ 伸 展 さ せ る 方 向 へ 可 動 体 及
び 連 結 部 材 が ベ ー ス に 対 し て 廻 旋 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に つ い て 説 明 す る 。
実 施 の 形 態 １ ．
図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 の 主 要 部 を 示 す 側 面 図 、 図
２ は 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 、 図 ３ は 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置
を 示 す 横 断 面 図 、 図 ４ は 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 に よ り 関 節 部 分 を 屈 曲 さ せ た 状 態
を 示 す 側 面 図 、 図 ５ は 図 ４ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 、 図 ６ は 図 １ の 屈 伸 型
関 節 拘 縮 治 療 装 置 に よ り 、 関 節 部 分 を さ ら に 大 き く 屈 曲 さ せ た 状 態 を 示 す 側 面 図 、 図 ７ は
図 ６ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ で は 、 人 体 の 手 指 関 節 部 分 （ 近 位 指 節 関 節 ） １ を 治 療 対 象 と す る 屈 伸 型 関 節
拘 縮 治 療 装 置 を 示 し て い る 。 ま た 、 関 節 部 分 １ を 挟 ん で 隣 接 す る 手 指 部 分 を 近 位 部 ２ 及 び
遠 位 部 ３ と し て い る 。 近 位 部 ２ に は 、 ベ ー ス ４ が 装 着 さ れ て い る 。 遠 位 部 ３ に は 、 関 節 部
分 １ を 屈 曲 す る 方 向 へ ベ ー ス ４ に 対 し て 移 動 可 能 な 可 動 体 ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ベ ー ス ４ は 、 近 位 部 ２ が 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の ベ ー ス 側 保 持 （ ス ト ラ ッ プ ） 部 ６ と 、 ベ ー ス
側 保 持 部 ６ の 内 側 に 設 け ら れ た 膨 張 収 縮 体 と し て の 第 １ エ ア バ ッ グ ７ と 、 ベ ー ス 側 保 持 部
６ に 固 定 さ れ た 支 持 板 ８ と 、 支 持 板 ８ に 固 定 さ れ た シ リ ン ダ 取 付 板 ９ と を 有 し て い る 。 支
持 板 ８ に は 、 ガ イ ド 面 ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 支 持 板 ８ の 可 動 体 ５ 側 の 端 部 に は 、 ガ イ ド
面 ８ ａ に 対 し て 傾 斜 し た ベ ー ス 端 傾 斜 面 ８ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
可 動 体 ５ は 、 遠 位 部 ３ が 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の 可 動 体 側 保 持 （ ス ト ラ ッ プ ） 部 １ １ と 、 可 動
体 側 保 持 部 １ １ の 内 側 に 設 け ら れ た 膨 張 収 縮 体 と し て の 第 ２ エ ア バ ッ グ １ ２ と 、 可 動 体 側
保 持 部 １ １ に 連 結 さ れ た 可 動 体 連 結 板 １ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 １ エ ア バ ッ グ ７ は 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ と 近 位 部 ２ と の 間 に 介 在 し 、 第 ２ エ ア バ ッ グ １ ２
は 、 可 動 体 側 保 持 部 １ １ と 遠 位 部 ３ と の 間 に 介 在 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２
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は 、 流 体 で あ る 空 気 が 供 給 さ れ る こ と に よ り 膨 張 し て 近 位 部 ２ 及 び 遠 位 部 ３ へ の 拘 束 力 を
強 め 、 空 気 が 排 出 さ れ る こ と に よ り 収 縮 し て 拘 束 力 を 弱 め る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
シ リ ン ダ 取 付 板 ９ に は 、 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ （ 空 気 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ ） と し て の エ
ア シ リ ン ダ １ ４ の ア ウ タ パ イ プ が 固 定 さ れ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の イ ン ナ ロ ッ ド は 、
シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ １ ４ は 、 流 体 で あ る 空 気 の 圧 力 を 利
用 し て 駆 動 力 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
可 動 体 連 結 板 １ ３ と シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ と の 間 に は 、 連 結 部 材 で あ る 中 間 連 結 板 １ ６ が 連
結 さ れ て い る 。 中 間 連 結 板 １ ６ は 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ に 第 １ 軸 １ ７ を 中 心 と し て 廻 旋 出 来
る よ う に 連 結 さ れ て い る 。 ま た 、 中 間 連 結 板 １ ６ は 、 シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ に 第 ２ 軸 １ ８ を
中 心 と し て 廻 旋 出 来 る よ う に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
可 動 体 ５ と 中 間 連 結 板 １ ６ と の 間 、 即 ち 第 １ 軸 １ ７ に は 、 関 節 部 分 １ を 屈 曲 さ せ る 方 向 （
図 の 時 計 方 向 ） へ 中 間 連 結 板 １ ６ に 対 し て 可 動 体 ５ を 動 か す 手 段 と し て の 第 １ ト ー シ ョ ン
ば ね １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 エ ア シ リ ン ダ １ ４ と 中 間 連 結 板 １ ６ と の 間 、 即 ち 第 ２ 軸 １ ８
に は 、 関 節 部 分 １ を 屈 曲 さ せ る 方 向 （ 図 の 時 計 方 向 ） へ シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ に 対 し て 中 間
連 結 板 １ ６ を 動 か す 手 段 と し て の 第 ２ ト ー シ ョ ン ば ね ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
中 間 連 結 板 １ ６ の ガ イ ド 面 ８ ａ と の 摺 動 面 １ ６ ａ は 、 中 間 連 結 板 １ ６ の 移 動 に 伴 い 中 間 連
結 板 １ ６ を 徐 々 に 廻 旋 す る よ う に ガ イ ド 面 ８ ａ に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 こ れ に よ り 、 中 間
連 結 板 １ ６ の 厚 さ 寸 法 は 、 可 動 体 ５ 側 か ら エ ア シ リ ン ダ １ ４ 側 へ 向 け て 徐 々 に 小 さ く な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ８ は 図 １ の エ ア シ リ ン ダ １ ４ 及 び エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ の 制 御 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 こ の 制 御 シ ス テ ム は 、 小 形 軽 量 の ポ ー タ ブ ル タ イ プ と し て 構 成 さ れ て い る 。 流 体
供 給 装 置 と し て の 小 形 ガ ス ボ ン ベ ２ １ 内 に 圧 縮 さ れ 収 容 さ れ た 空 気 は 、 圧 力 可 変 レ ギ ュ レ
ー タ ２ ２ 、 電 磁 弁 ２ ３ ～ ２ ５ を 介 し て エ ア シ リ ン ダ １ ４ 及 び エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ に 供 給 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
エ ア シ リ ン ダ １ ４ の 駆 動 力 、 及 び エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ に よ る 拘 束 力 は 、 圧 力 可 変 レ ギ ュ レ
ー タ ２ ２ を 調 節 す る こ と に よ り 設 定 さ れ る 。 電 磁 弁 ２ ３ と エ ア シ リ ン ダ １ ４ と の 間 に は 、
空 気 流 量 を 制 限 す る こ と に よ り エ ア シ リ ン ダ １ ４ の 動 作 速 度 を 調 整 す る ス ピ ー ド コ ン ト ロ
ー ラ ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
エ ア シ リ ン ダ １ ４ 及 び エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ へ の 空 気 の 供 給 ・ 排 出 の タ イ ミ ン グ を 制 御 す る
制 御 部 ２ ７ は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ ２ ８ を 有 し て い る 。 電 磁 弁 ２ ３ ～ ２ ５ は 、 シ ー ケ ン
シ ャ ル タ イ マ ２ ８ で 予 め 設 定 さ れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 、 シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ ２ ８
か ら の 指 令 に 応 じ て 開 閉 動 作 （ 加 圧 ・ 保 持 ・ 開 放 ） す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
電 磁 弁 ２ ３ ～ ２ ５ 及 び シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ ２ ８ へ の 電 力 の 供 給 は 、 バ ッ テ リ ２ ９ に よ り
行 わ れ る 。 バ ッ テ リ ２ ９ と し て は 、 例 え ば 乾 電 池 、 充 電 池 又 は 太 陽 電 池 等 を 使 用 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 使 用 者 が ベ ー ス 側 保 持 部 ６ に 近 位 部 ２ を 挿 入 し 、 可 動 体 側
保 持 部 １ １ に 遠 位 部 ３ を 挿 入 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の イ ン ナ ロ ッ ド
が 引 っ 込 ん だ 状 態 で は 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ 及 び 中 間 連 結 板 １ ６ は 、 ガ イ ド 面 ８ ａ に 接 し て
い る た め 、 一 直 線 上 に 整 列 さ れ て お り 、 ト ー シ ョ ン ば ね １ ９ ， ２ ０ が 短 縮 し た 状 態 で あ る
。 こ の た め 、 可 動 体 側 保 持 部 １ １ は 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ に 対 し て ほ ぼ 同 軸 上 に 配 置 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ の 状 態 で ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ に 手 指 を 挿 入 す る た め に は 、 手 指
を 真 っ 直 ぐ に 伸 ば す 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 拘 縮 等 の た め に 手 指 を 伸 ば す の が 困 難 な 場 合 に
は 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の イ ン ナ ロ ッ ド を 少 し だ け 突 出 さ せ 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 ベ
ー ス 側 保 持 部 １ １ に 対 し て 可 動 体 側 保 持 部 １ １ を あ る 程 度 屈 曲 さ せ て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う な 近 位 部 ２ 及 び 遠 位 部 ３ へ の 装 着 の 後 、 制 御 部 ２ ７ の 動 作 プ ロ グ ラ ム を ス タ ー ト
さ せ る こ と に よ り 、 ま ず 第 １ 及 び 第 ２ エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ に 空 気 が 供 給 さ れ 、 近 位 部 ２ 及
び 遠 位 部 ３ に 対 す る 拘 束 力 が 強 め ら れ 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ の 位 置
ず れ が 防 止 さ れ る 。 第 １ 及 び 第 ２ エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ に よ る 拘 束 力 が 予 め 設 定 さ れ た 力 に
達 す る と 、 第 １ 及 び 第 ２ エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ へ の 空 気 の 供 給 が 停 止 さ れ 、 以 後 は そ の 拘 束
力 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 後 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の ア ウ タ パ イ プ 内 に 空 気 が 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 エ ア シ リ
ン ダ １ ４ の イ ン ナ ロ ッ ド が ア ウ タ パ イ プ か ら 突 出 す る 方 向 へ 押 し 出 さ れ 、 可 動 体 連 結 板 １
３ 、 シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ 及 び 中 間 連 結 板 １ ６ が ガ イ ド 面 ８ ａ に 沿 っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 ま ず 可 動 体 連 結 板 １ ３ が 支 持 板 ８ の ベ ー ス 端 傾 斜 面 ８ ｂ に 達 す る と 、 第 １ ト ー シ
ョ ン ば ね １ ９ の ば ね 力 が 加 わ り 始 め 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ が 中 間 連 結 板 １ ６ に 対 し て 徐 々 に
廻 旋 さ れ 、 可 動 体 ５ が ベ ー ス ４ に 対 し て 徐 々 に 屈 曲 さ れ る 。 こ の 後 、 さ ら に 中 間 連 結 板 １
６ が 移 動 す る と 、 中 間 連 結 板 １ ６ の 摺 動 面 １ ６ ａ が ガ イ ド 面 ８ ａ に 対 し て 傾 斜 し て い る こ
と に よ り 、 第 ２ ト ー シ ョ ン ば ね ２ ０ の ば ね 力 が 徐 々 に 加 わ り 、 中 間 連 結 板 １ ６ が シ リ ン ダ
連 結 板 １ ５ に 対 し て 徐 々 に 廻 旋 さ れ 、 可 動 体 ５ が ベ ー ス ４ に 対 し て さ ら に 屈 曲 さ れ て い く
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ が ガ イ ド 面 ８ ａ の 端 部 ま で 移 動 す る と 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ へ の 空 気 の
供 給 が 停 止 さ れ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 関 節 部 分 １ の 屈 曲 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の イ ン ナ ロ ッ ド を 後 退 さ せ る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ は
ガ イ ド 面 ８ ａ に 沿 っ て シ リ ン ダ 取 付 板 ９ 側 へ 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ 及
び 中 間 連 結 板 １ ６ が 屈 曲 動 作 時 と は 逆 に 動 作 し 、 関 節 部 分 １ の 屈 曲 が 解 除 （ 関 節 部 分 １ が
伸 張 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
エ ア シ リ ン ダ １ ４ に 対 す る 空 気 の 供 給 ・ 排 出 は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ ２ ８ で 予 め 設 定 さ
れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 行 わ れ る 。 例 え ば 、 関 節 部 分 １ に 対 し て １ 時 間 継 続 し て 屈 曲
力 を 加 え た 後 、 ５ 分 間 屈 曲 力 を 解 除 す る と い う 動 作 が 繰 り 返 し て 行 わ れ る 。 屈 曲 力 を 解 除
し た 休 止 時 間 に お い て は 、 エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ 内 の 空 気 も 排 出 さ れ 、 拘 束 力 が 解 除 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う な 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 に よ れ ば 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ に よ り 中 間 連 結 板 １ ６ を
ガ イ ド 面 ８ ａ に 沿 っ て 移 動 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 及 び 第 ２ ト ー シ ョ ン ば ね １ ９ ， ２ ０ に
よ り 関 節 部 分 １ に 所 定 の 屈 曲 力 が 加 え ら れ る よ う に し た の で 、 関 節 部 分 １ に 対 し て 安 定 し
た 屈 曲 力 を 長 時 間 加 え る こ と が で き る 。 従 っ て 、 関 節 部 分 １ に 「 痛 み を 感 じ な い 程 度 の 一
定 の 弱 い 外 力 を 長 時 間 加 え 続 け る 」 こ と が で き る 。 ま た 、 「 １ ～ ２ 時 間 に １ 度 は 外 力 を 抜
い て 関 節 を 動 か す 」 こ と も で き る 。 こ の た め 、 関 節 部 分 １ の 関 節 軟 骨 の 二 次 的 な 損 傷 を 防
止 し つ つ 、 関 節 部 分 １ の 可 動 域 を 拡 大 す る 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ ら に 、 ア ク チ ュ エ ー タ と し て 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い た の で 、 よ り 容 易 に 、 一 定
の 弱 い 屈 曲 力 を 長 時 間 加 え 続 け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 流 体 の 圧 力 を 減 圧 す る こ と に
よ り 、 屈 曲 力 の 定 期 的 な 解 除 も 容 易 で あ る 。
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さ ら に 、 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ と し て エ ア シ リ ン ダ １ ４ を 用 い た の で 、 構 造 の 簡 素 化 及
び 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 さ ら に ま た 、 電 動 モ ー タ と ギ ア を 用 い る 場 合 に 比 べ て 、 衝
撃 力 に 対 す る 耐 久 性 が 大 で 、 機 構 が 破 損 す る こ と が 少 な く 、 軽 量 で あ る と と も に 耐 水 性 も
あ っ て 、 日 常 生 活 の 中 で の 使 用 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 支 持 板 ８ に は 、 ガ イ ド 面 ８ ａ が 設 け ら れ て お り 、 支 持 板 ８ の 可 動 体 ５ 側 の 端 部 に は
、 ガ イ ド 面 ８ ａ に 対 し て 傾 斜 し た ベ ー ス 端 傾 斜 面 ８ ｂ が 設 け ら れ て い る の で 、 可 動 体 連 結
板 １ ３ 及 び 中 間 連 結 板 １ ６ の 移 動 に 伴 い 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ 及 び 中 間 連 結 板 １ ６ を 徐 々 に
廻 旋 さ せ る こ と が で き 、 関 節 部 分 １ に 屈 曲 力 が 急 激 に 加 わ る の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 中 間 連 結 板 １ ６ の ガ イ ド 面 ８ ａ と の 摺 動 面 １ ６ ａ は 、 ガ イ ド 面 ８ ａ に 対 し て 傾 斜
し て い る の で 、 こ れ に よ っ て も 中 間 連 結 板 １ ６ の 移 動 に 伴 い 中 間 連 結 板 １ ６ を 徐 々 に 廻 旋
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 制 御 部 ２ ７ は 、 所 定 時 間 の 休 止 状 態 を 挟 み な が ら 関 節 部 分 １ に 対 し て 屈 曲 力 を 断 続
的 に 加 え る よ う に な っ て い る の で 、 関 節 部 分 １ の 拘 縮 を 効 果 的 に 治 療 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ の 内 側 に は 、 空 気 が 供 給 さ れ る こ と に
よ り 膨 張 し て 近 位 部 ２ 及 び 遠 位 部 ３ へ の 拘 束 力 を 強 め 、 空 気 が 排 出 さ れ る こ と に よ り 収 縮
し て 拘 束 力 を 弱 め る エ ア バ ッ グ ７ ， １ ２ が 配 置 さ れ て い る の で 、 簡 単 か つ 軽 量 な 構 成 に よ
り 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ の 位 置 ず れ を 防 止 し 、 関 節 部 分 １ に 対 し て
屈 曲 力 を 効 率 良 く 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
さ ら に ま た 、 流 体 供 給 装 置 と し て 小 形 ガ ス ボ ン ベ ２ １ を 用 い 、 制 御 シ ス テ ム を ポ ー タ ブ ル
タ イ プ と し た の で 、 装 置 全 体 の 持 ち 運 び が 容 易 で あ り 、 あ ら ゆ る 場 所 で 治 療 を 実 施 ・ 継 続
す る こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 シ ス テ ム を 衣 服 の ポ ケ ッ ト や バ ッ グ に 入 れ 、 治 療 を 継 続 し
た ま ま 移 動 す る こ と も 可 能 で あ る 。
ま た 、 就 寝 中 に も 治 療 を 継 続 す る こ と が で き 、 必 要 な 可 動 域 を 確 保 す る ま で の 治 療 期 間 を
短 縮 す る こ と が 可 能 で あ る 。
さ ら に 、 可 動 体 連 結 板 １ ３ 、 シ リ ン ダ 連 結 板 １ ５ 、 中 間 連 結 板 １ ６ 及 び エ ア シ リ ン ダ １ ４
等 の 部 品 は 、 掌 側 で は な く 、 手 指 の 背 側 に 配 置 さ れ て い る の で 、 装 置 を 装 着 し た 状 態 で 、
日 常 生 活 動 作 を 支 障 な く 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に ま た 、 電 磁 弁 ２ ３ と エ ア シ リ ン ダ １ ４ と の 間 に ス ピ ー ド コ ン ト ロ ー ラ ２ ６ を 設 け た
の で 、 エ ア シ リ ン ダ １ ４ を 滑 ら か に 動 作 さ せ る こ と が で き 、 使 用 者 に 痛 み を 感 じ さ せ ず に
屈 曲 力 を 緩 や か に 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
次 に 、 図 ９ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 の 制 御 シ ス テ ム を 示
す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ ２ ８ に よ っ て 圧 力 可 変 レ ギ ュ レ
ー タ ３ １ が 直 接 制 御 さ れ る 。 こ の よ う な 制 御 シ ス テ ム に よ っ て も 、 構 成 を 簡 素 化 し つ つ 、
関 節 部 分 １ に 対 し て 安 定 し た 屈 曲 力 を 長 時 間 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 上 記 の 例 で は 、 円 筒 状 の ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ を 用 い た が 、 ベ
ー ス 側 保 持 部 及 び 可 動 体 側 保 持 部 を 可 撓 性 の ベ ル ト で 構 成 し 、 近 位 部 及 び 遠 位 部 に 巻 き 付
け て 固 定 す る よ う に し て も よ い 。
ま た 、 上 記 の 例 で は 、 ベ ー ス 側 保 持 部 ６ 及 び 可 動 体 側 保 持 部 １ １ の 内 側 に エ ア バ ッ グ ７ ，
１ ２ を 配 置 し た が 、 単 に シ リ コ ン ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 を 配 置 す る だ け で も よ い 。
さ ら に 、 上 記 の 例 で は シ ー ケ ン シ ャ ル タ イ マ を 用 い て 屈 曲 力 の 印 加 ・ 解 除 を 自 動 的 に 行 っ
た が 、 使 用 者 が 手 動 で 行 っ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 制 御 シ ス テ ム を さ ら に 簡 素 化 す る こ と
が で き 、 コ ス ト を 低 減 で き る 。
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さ ら に ま た 、 延 伸 手 段 は 、 所 定 の 屈 曲 力 を 得 ら れ れ ば よ く 、 ト ー シ ョ ン ば ね に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。
ま た 、 延 伸 手 段 は 、 可 動 体 及 び ア ク チ ュ エ ー タ の い ず れ か 一 方 と 連 結 部 材 と の 間 の み に 設
け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 ア ク チ ュ エ ー タ と し て 、 電 動 モ ー タ を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 空 気 以 外 の 気
体 や 液 体 の 圧 力 を 利 用 す る 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ を 用 い る こ と も で き る 。
ま た 、 上 記 の 例 で は 、 手 指 の 近 位 指 節 関 節 を 治 療 対 象 と す る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示
し た が 、 例 え ば 手 指 の 他 関 節 、 手 関 節 、 肘 関 節 、 肩 関 節 、 又 は 膝 関 節 な ど 、 人 体 の 他 関 節
の 治 療 に も 、 こ の 発 明 は 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 駆 動 に よ
り 連 結 部 材 を ベ ー ス の ガ イ ド 面 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 延 伸 手 段 に よ り 、 関 節
部 分 に 対 し て 安 定 し た 屈 曲 ・ 伸 展 力 を 長 時 間 加 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 の 要 部 を 示 す 側 面
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 に よ り 関 節 部 分 を 屈 曲 さ せ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 に よ り 関 節 部 分 を さ ら に 大 き く 屈 曲 さ せ た 状 態 を
示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ の エ ア シ リ ン ダ 及 び エ ア バ ッ グ の 制 御 シ ス テ ム を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 屈 伸 型 関 節 拘 縮 治 療 装 置 の 制 御 シ ス テ ム を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 関 節 部 分 、 ２ 　 近 位 部 、 ３ 　 遠 位 部 、 ４ 　 ベ ー ス 、 ５ 　 可 動 体 、 ８ ａ 　 ガ イ ド 面 、 ８
ｂ 　 傾 斜 面 、 １ ４ 　 エ ア シ リ ン ダ （ 流 体 圧 式 ア ク チ ュ エ ー タ ） 、 １ ６ 中 間 連 結 板 （ 連 結 部
材 ） 、 １ ６ ａ 　 摺 動 面 、 １ ９ 　 第 １ ト ー シ ョ ン ば ね （ 延 伸 手 段 ） 、 ２ ０ 　 第 ２ ト ー シ ョ ン
ば ね （ 延 伸 手 段 ） 、 ２ ７ 　 制 御 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(9) JP 2005-73714 A 2005.3.24



【 図 ９ 】
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